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葉の食痕のほとんどは A 型で、C 型は稀であった。これら２種の葉の糖濃度、総フェノー
ル濃度、水分含量の季節変化を調べた結果、どの季節でもクヌギの葉の糖濃度および総フ
ェノール濃度が高くなっており、水分含量については新葉を除いて種間で大きな違いはな
かった。両樹木の葉が利用できる夏に、総フェノール濃度が高いにもかかわらず糖濃度の
高いクヌギを利用していることから、ムササビは糖濃度がより高い葉を選択すると考えら
れる。 
ムササビはとくにブナ科の樹木をよく利用するが、これら樹種間での葉の選択性の地域
性を明らかにするため、樹種構成の異なる日本の５箇所において植生調査と食痕調査を行
なった。まず、日本本土産ブナ科樹木全種の葉の糖濃度、総フェノール濃度、水分含量を
比較した結果、大きな種間差があった。また、糖濃度と総フェノール濃度の間には正の相
関が認められた（葉に糖の多い樹種は防御物質も多く含む）。ブナ科には落葉樹と常緑樹が
あるが、水分含量は概して落葉樹の葉で高く、常緑樹の葉で低い傾向があった。落葉樹と
常緑樹の両方を利用できる夏期には、ムササビは水分含量が比較的高い落葉樹のうち、と
くに糖濃度が高い樹種を好んで採食していた。しかし、落葉樹が利用できない冬期には、
糖濃度に対する樹種選択は不明瞭になった。冬期はムササビにとって食物の不足する時期
であり、選択できるブナ科の樹種数も少なく、ブナ科以外の葉への依存度や樹木の展葉以
外の部分（冬芽、花芽、樹皮など）への依存度が増加する。そのために選択性が不明瞭に
なると考えられた。 
このように、ムササビは糖濃度が高い葉の樹種（クヌギなど）を選択して採食している。
糖が多いほど栄養価が高いため、こうした選択性は効率的な採食行動である。一方、葉に
糖分の多い樹種は植物の防御物質であるフェノール類も多く含まれる傾向がある。糖が多
いがフェノール類も多いクヌギのような葉では、周辺部にそれがより多く蓄積している。
その場合、中央部のみをくり抜く採食行動は、有毒物質の摂取を軽減するという点で効率
的である。温帯では落葉樹の利用が春から夏に限定されるため、利用できる餌資源が季節
的に大きく変化する。そこで暮らすムササビはそうした季節変化を長年にわたって経験す
る。そのような状況では、学習によって効率的な採食行動を獲得していると考えられる。 
 
